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No.2 令和２年４月２２日発行 

教育目標 

知性：目標の実現に向け、主体的に学習する生徒 

敬愛：互いに思いやり、自他を尊重する生徒 

健康：健康で明るく、最後までやり抜く生徒 

【 １日でも早く、当たり前の毎日が戻ってきますように･･･ 】 
 ４月１６日、内閣総理大臣から新型コロナウイルスの感染拡大を防止 

するための緊急事態宣言が発令され、須賀川市内の小中学校も、５月６ 

日（水）まで臨時休業期間が延長されることとなりました。 

昨日２２日（水）には登校日を設け、学年全体に臨時休業中の生活や 

学習についての話をするとともに、課題を配付いたしました。送迎等の 

ご協力ありがとうございました。短時間ではありましたが、２週間振り 

に全員の元気な笑顔を見ることができ、安心しました。今後も、コロナ 

ウイルス感染防止に努め、５月７日に全員が揃って授業が再開できるこ 

とを心待ちにしております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆５月の行事予定☆ 

※各種検診や生徒会総会等の校内行事、中体連陸上大会や総
合大会などの対外行事について、現時点では延期、中止を含
め未定のものが多くあります。HP や nopa メール、学年通
信等での連絡をご確認ください。 

 
３日（日） 憲法記念日 

 4 日（月） みどりの日 
 ５日（火） こどもの日 
 ６日（水） 振替休日 
 ７日（木） 実力テスト 

    ＊昨年度実施予定だった２年生の第３回 
目の実力テストを実施します。  

１３日（水） 支部陸上大会 
１４日（木） 支部陸上大会予備日 
１８日（月） 避難訓練 
２０日（水） 尿検査 職員会議 
２２日（金） 支部中体連壮行会 
       卒業アルバム撮影（部活動） 
２６日（火） 支部中体連総合大会１日目 
２７日（水） 支部中体連総合大会２日目 
２８日（木） 支部中体連総合大会予備日① 
２９日（金） 支部中体連総合大会予備日② 

＊＊＊＊＊＊５月のお弁当の日＊＊＊＊＊＊ 

５月 ７日（木）、 ８日（金）、１３日（水） 
２６日（火）、２７日（水）、２８日（木） 

※お弁当の日も変更になる場合があります。 

☆進路情報☆

【奨学生募集について】 
奨学生とは、一定の要件を満たしている生徒に、学費等の

資金を「貸与」または「給付」し、家庭の経済的負担を軽減
するためのものです。福島県で行っている奨学金の他、各種
民間団体等で奨学金制度が募集になります。 
今後、様々な種類の奨学生の募集がありますので、案内が

届き次第、学年通信でお知らせします。詳しい案内をご覧に
なりたい方や申込みを希望される方は、担任または進路担当
までご連絡ください。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
「あしなが育英会奨学生予約募集」について 
◇申し込みできる方 
  保護者が病気や災害（道路上の交通事故を除く）、
自死などで死亡、または保護者が障害認定を受けて
いて、経済的な援助を必要としている家庭の子ども。 

◇奨学金の内容 
 「無利子貸与＋給付」型です。貸与のみ、給付の
みの選択はできません。 

    国公立校生：月額４５,０００円 
    私 立 校 生：月額５０,０００円 
◇申請のしめきり 
  １次：２０２０年 ７月３１日  
  ２次：２０２０年１２月１５日 
  ３次：２０２１年 ２月２８日 

石井先生より ～生活について～ 
 日本、世界が大変な状況の中だということはニュー
ス等で知っていると思います。学校を休校にしてまで
守らなければならないのは『命』です。自分の体を守
ること、そして家族や友達など周りの人の体を守るこ
と。そのために今やるべきことは 
① 接触を避けること。不要な外出をしないこと。 
② 規則的な家庭生活を送り、健康に留意すること。 
 
学校再開後、やっとみんなに会える、やっと授業が

できる･･･みんなが楽しみに学校に来られるように、安
心して学校生活が送れるように、先生方も考えて、準
備して待っているから、後々振り返ったときに、あの
時期があって良かったと思える時間を、大事に過ごし
てきてください。 

安齋先生より ～学習について～ 
世界中の誰も経験したことのない、この大変な事

態が起きているこの年が、受験という大切な年にあ
たってしまった皆さんのことを、先生方としてもと
ても心配しています。 
こんなにも休校期間が長いのは須賀川市だけで

す。郡山市や天栄村の中学生は、昨日、一昨日まで授
業を受けていました。１日６時間×１０日間、家庭学
習を入れれば２週間で８０時間の差が開いてしまっ
た。それを埋められるように、これからの２週間、勉
強に力を入れて過ごしてきてください。宿題の多さ
は、先生方の焦りもあります。休校のこの期間だから
こそできることがあるはずです。苦手教科にじっく
り時間をかけて学習できる。得意教科をさらに追究
することもできる。「学校に行けない。部活もできな
い。遊びにも行けない。」できないことを考えるより
も、この期間だからこそ、「あれもできる。これもで
きる。」ピンチをチャンスに変えられるよう、時間の
使い方をよく考えて生活してきてください。 

 



 

 


